
                                     

 

高山駅前広場及び自由通路 

２０２０年度土木学会デザイン賞「奨励賞」の受賞について 

 

１ 概要 

本市が整備した「高山駅東西駅前広場及び東西自由通路」が、公益社団法人土木学会 景

観・デザイン委員会主催の「２０２０年度土木学会デザイン賞」の「奨励賞」を受賞し

ました。なお、高山市が本賞を受賞することは初めてとなります。 

 

２ 土木学会デザイン賞 

  土木学会デザイン賞は、公益社団法人土木学会景観・デザイン委員会が主催する顕彰制

度です。対象を広く、土木構造物から公共的な空間に求め、計画や設計技術、制度の活

用、組織活動の創意工夫によって周辺環境や地域と一体となった景観の創造や保全を実

現した作品及び、それらの実現に貢献した関係者や関係組織の顕彰を行っています。顕

彰活動を通じて、優れた土木構造物や公共的な空間の蓄積による文化的で豊かな公共性

を有する社会の実現などを目指しています。 

今年度の土木学会デザイン賞は、最優秀賞は「東京駅丸の内駅前広場及び行幸通り整備」

など３件、優秀賞は「京都市 四条通歩道拡張事業」など４件、奨励賞は「高山駅前広

場及び自由通路」など５件が受賞となりました。なお、本賞は、東京大学院教授の中井 

祐氏を委員長とする選考委員会で審査されたものです。 

 

３．受賞した作品および関係者、関係組織 

 【作品】 

   高山駅前広場及び自由通路 

 【主な関係者】 

   内藤 廣 （株式会社内藤廣建築設計事務所）ほか １１名 

 【主な関係組織】 

   高山市ほか ５団体 

    うち高山市関係 協同組合 飛騨設計センター 

            高山・祭屋台保存技術協同組合 

  ※３頁に、関係者、関係組織の一覧 

 

４．受賞日 

令和３年 １月２３日 

 

 

 

記者会見資料⑥ 

令和 3年 2月 24日 
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５．受賞理由 

  「高山らしさ」、訪れる人々への「もてなし」の空間表現として、地域の伝統的な意匠、

地場産の木材、高山祭りの屋台技術などを活かし、バリアフリーに配慮しながら石畳や

水辺などのもてなしの空間を整備したことに対して、技術と造形が調和したデザインで

あることや時間の蓄積に耐えるデザインであることなど、評価の視点により総合的に審

査され、今回高山駅前広場及び自由通路が奨励賞に選考されました。 

 

【選考員講評（一部）】 

コの字型断面をした東西自由通路の力強い造形は、東西が結ばれたイメージを強く街に

発信している。自由通路を抜けた先には、交通に邪魔されない市民のための広場が広が

り、歴史的町並や、白山など山岳地帯への玄関口にもなっている。また、随所に使用さ

れた地場産の木材は空間を暖かく包み、地元の工芸品の展示とも相まって、高山に到着

したことを実感させてくれる。繊細なキャノピーの構造、精緻なディテール、周到に隠

された構造体や照明器具など、極めて完成度の高い建築や広場が街に上質な場を提供し

ている。 

 

６．受賞した作品の概要 

  設計期間 ２０１３年８月～２０１５年３月 

  施行期間 ２０１５年４月～２０１８年８月 

  事業費  約５６億円 

  事業概要 ■東口駅前広場（乗鞍口） 約５，５００㎡ 

        鋼製回廊・キャノピー、洗い出しコンクリート舗装＋地場石材舗装 

        鋳鉄製ストリートファニチェア、観光案内所：RC造＋鉄骨造５０㎡ 

        駐輪場：鉄骨造約３００㎡ 

       ■西口駅前広場（白山口） 約３，４００㎡ 

        鋼製キャノピー、洗出しコンクリート舗装、鋳鉄製ストリートファニチェ

ア、木製ベンチ 

       ■東西自由通路（匠通り） 

        延長 約１２０ｍ、幅員 ６ｍ、鉄骨造 

        床：御影石、壁・天井：ヒノキ、高山祭屋台の部品等展示 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問    合    先 

担当課 都市政策部 都市計画課 

課長           中畑 雅司 

係名   政策企画係 

係長 大下雅己  

連絡先   電話（直通 0577-57-7444） 

（内線 2363） 
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【参考】 

 

 ○公益社団法人土木学会景観・デザイン委員会について 

  公益社団法人土木学会は、土木工学の進歩および土木事業の発達並びに土木技術者の資

質向上を図り、もって学術文化の進展と発展に寄与することを目指して活動している団

体です。会員の所属は、教育・研究機関のほか建設業、建設コンサルタント、行政機関

など多岐にわたっており、会員数は約３万９千人となっています。 

  また、景観・デザイン委員会は、土木学会の専門委員会として、景観・デザインに関す

る調査研究を行うとともに、良好な景観形成を実現するための施策や具体的方法の提案、

実現されたものの評価などを行っています。 

 

 

 ○受賞した関係者及び関係組織 

 【関係者】 

   内藤 廣 （株式会社内藤廣建築設計事務所） 

   神林 哲也（同上） 

南雲 勝志（ナグモデザイン事務所） 

   出水 進也（同上） 

   小野寺 康（有限会社小野寺康都市設計事務所） 

   小笹 泉 （ＩＮ ＳＴＵＤＩＯ） 

   五十嵐悠介（五十嵐悠介建築設計事務所） 

   橋本 尚樹（株式会社橋本尚樹建築設計事務所） 

   上條 慎司（株式会社上條・福島都市設計事務所） 

   水谷 智充（株式会社千代田コンサルタント） 

   川口 衞 （株式会社川口衞構造設計事務所） 

   阿蘇 有士（同上）                  以上１２名 

  

【関係組織】 

高山市 

東海旅客鉄道株式会社 

   協同組合 飛騨設計センター 

   高山・祭屋台保存技術協同組合 

   ジェイアール東海コンサルタンツ株式会社 

   株式会社森村設計                   以上６団体 

 

 

3 



 

高山駅東西駅前広場及び自由通路整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全景（南東側）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            全景（東口駅前広場） （写真 高山市所有） 
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自由通路（内部） 

 

 

 

自由通路（西口駅前広場） 

 

 

 

 （写真 高山市所有） 
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